
東病棟チームカンファレンス記録

	A.O.M
	S.G.M

	
	



令和6年7月1日（月）　　　　　　　　　　　　　　　司会・記録：金井　優樹
	赤坂
	金井
	坂本
	本川
	城内
	佐藤
	菊地
	竹ケ原
	藤原
	上野（夢）

	休
	〇
	準
	深
	休
	休
	〇
	〇
	深
	休

	矢幅
	永瀬
	橘（杏）
	土橋
	大村
	佐藤
	田浦
	北向
	木村
	奥寺　　

	〇
	準
	病欠
	〇
	病欠
	休
	〇
	〇
	休
	〇

	馬場
	春日
	細海
	上野（由）
	橘（み）
	
	
	
	
	

	準
	深
	年
	〇
	〇
	
	
	
	
	



＜連絡事項＞
・来週より診察室内での工事が開始されます。今週中に診察室や準備室のパソコンや医療器材の移動を行っていきます。また、Ａユニット男子トイレと奥の女子トイレの壁の撤去作業が始まります。女子トイレが１つ使用できなくなります。

・7/3（水）午前中Ａユニットが断水となります。火曜日に手洗いや飲料水の準備をお願いします。

・金Dr.本日と明日お休みの予定です。

・7/3　シクレストに関するWEB研修案内が来ています。希望者は各自二次元コードより事前登録をお願いします。

＜入室状況＞
【入院】
・山崎　まり子様～東病棟Bユニット1号室

・窪田　ソヨ様～東病棟Aユニット15号室
【転出】
・冨田　義明様～東病棟Bユニット2号室→西病棟Bユニット21号室

＜患者様連絡事項＞
・浅沼　佑香様～拘束一時解除時、企図行為など不穏興奮無く経過。本日9：00～16：00開放時間を設け、様子観察行うよう指示あり。不穏時は直ちに再拘束行うこととする。食事摂取できており、点滴は中止。膀胱留置カテーテルは抜去の指示。

・横田　健様～経管栄養の自己抜去が続いており、土曜日日直医指示にて経管栄養中止、点滴開始となっていた。主治医へ報告し、本日は点滴にて経過観察。明日より身体拘束開始し、経管栄養再開の方針となる。家族へ板の入ったミトン購入依頼するよう指示あり。

・青木　昭弘様～小栁ｄｒより不穏時のリスパダール内用液５回分処方頂く。

・泉山　せつ様～不眠時のトラゾドン１０回分処方。

・田中　俊宏様～7/24分までの退院時薬処方。

・泉山　せつ様～八戸赤十字病院口腔外科受診し、カルバマゼピン13日分持参される。次回7/12受診予定で外出申請と入院証明書依頼済。

＜隔離・身体拘束患者様状態報告＞
・宮崎　宏之様～終日隔離中。午前午後一時間ずつ開放観察実施。開放中自室から出る事なく部屋の隅に座ったまま過ごしている。食事は各食全量摂取している。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

[bookmark: _Hlk169887910]・袴田　将志様～20:00～8:00の時間隔離中。開放中も不穏さ無く自室で書き物をして過ごしている。多飲水行動は見られない。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。

・浅沼　佑香様～開放観察にて不穏行動・自傷行動見られないため、精神保健指定医診察にて身体拘束解除となる。身体拘束解除となるが、危険行動の可能性あるため、終日隔離開始となる。引き続き、身体・精神症状の観察および看護介入により早期の処制限の改善を目指していく。									
＜新入院患者様情報①＞
　日　　時：令和6年7月1日　11：27
　氏　　名：山崎　まり子（やまざき　まりこ）様
　生年月日：昭和29年12月31日（69歳）
　病　　名：うつ病
　性　　別：女性
　主 治 医：柞木田Dr
　入院形態：任意入院
　病　　棟：東病棟Bユニット

　＜経過＞
　H16年3月18日八戸市立市民病院精神神経科を初診。以降外来通院を継続されていた。R4年3月に関節リウマチ、偽痛風にて同院整形外科へ入院、退院後も抑うつ状態は遷延していた。その後、長女を連絡が取れなくなった事を機に、不安感の増悪、嘔気、下痢、食欲低下が出現し、食事摂取困難と咽頭部違和感の訴えありR5年7月6日～7月26日に同院へ任意入院にて治療を行っている。自宅退院後、食後に発赤が出現すると訴え、食事摂取へ対する不安が持続しており、さらに怠薬もされていた。同年9月26日に嘔気が出現し、翌27日の訪問看護訪問時に意識消失がみられ、同院救命科へ救急搬送される。抑うつ、飢餓性ケトアシドーシスの診断にて同日任意入院となる。10月21日に自宅退院し、同院精神神経科の規模縮小に伴い、11月24日に継続治療のため当院初診。以降、外来通院にて薬物療法を継続している。R6年3月、現在の住居の取り壊しが決まり、新しい住居が決まらない事から、不安感が増悪している。情動不安定から食事摂取不良となり、脱水症状にて内科にて点滴治療を受けている。身体面での不調も目立ち、訪問看護へも毎日訪問要請があり対応に苦慮している。もともとのこだわりが強く、アドヒアランスも不良で怠薬も目立っているとの報告あり。今後の生活への不安から情動不安定になっており、食事も摂れないことから関係機関から入院治療を勧められ、本人も入院を希望される。短期間での休養、症状改善目的にて、東病棟Bユニット1号室へ任意入院となる。

＜新入院患者様情報②＞
[bookmark: _GoBack]　日　　時：令和6年7月1日　13：47
　氏　　名：窪田　ソヨ（くぼた　そよ）様
　生年月日：昭和12年11月1日(86歳)
　病　　名：中等度アルツハイマー型認知症
　性　　別：女性
　主 治 医：金Dr
　診 察 医：柞木田Dr
　入院形態：医療保護入院
　病　　棟：東病棟Aユニット

　＜経過＞
　R5年3月29日当院初診し、アルツハイマー型認知症にて外来通院を継続していた。当院受診前は服薬管理もままならなかったこともあり血糖コントロール不良な状況であった。5月29日定期受診時、5月26日に家族が左脛に打撲痕を発見し、悪化傾向にあったことから同月28日に内科種市病院に相談しサワシリンを処方。現在はそこから２日経過し炎症の波及や、水泡形成や潰瘍化が認められており状況はさらに悪化しており、急遽八戸市立市民病院救急外来へ受診依頼とし、同院にて検査も含めた1泊入院となっていた。5月30日当院での治療継続の為の転院依頼あり。前記経過により、東病棟合併症室に医療保護入院となった。入院後点滴開始し1週間経過するが状態改善見られずR6年6月7日八戸市民病院受診し壊死部の除去を必要とする状態であるため急遽同院へ転入院の運びとなっていた。R6年6月28日、同院連携室より連絡あり。患部の状態改善し、経過良好のため、精神科専門治療再開のための転入院依頼あり。専門治療を目的に、R6年7月1日東病棟Aユニットへ医療保護入院となる。

